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瀬戸中だより
令和7年８月４日

発行 瀬戸中学校

自らが決断→行動・実践へ！ 校長 幸 路 義 文

夏休みに入り、2週間ほど経ちましたが、いかがお過ごしですか？

今年は猛暑日が続き、毎日のように熱中症警戒アラートが出ています。

部活動や家庭生活において熱中症対策を確実に行ってください。

さて、残りの夏休みをどのように使いますか。できるならば、何か自分

の成長につながる時間の使い方をしてほしいと思います。おそらく勉強と

部活動の両立や３年生は受験に向けた勉強が話題に出てくることでしょ

う。しかし、指示されるのではなく、あなた自身が決め、行動に移さないと成長は難しいので

す。どうか、この夏休みを「決断と行動の夏」にして、後で振り返ったときに「あの夏の頑張り

が今の自分を成長させた」と言える夏休みにしてください。

球技大会開催！～暑さに負けず全力投球！！～
７月１８日（金）に球技大会を実施しました。生徒会を中心に競

技種目を考え、今年度はドッジボールをしました。どのゲームも

ハラハラ、ドキドキの連続で白熱したゲームが展開されました。

今年は１年生の人数（１９人）に合わせて、２、３年生も同

じ人数で出場する選手を相談し、どのチームも真剣に楽しむこ

とができました。短い時間でしたが、生徒会が工夫を凝らし、

とても盛り上がる応援をしてくれたおかげで、全校で楽しむこ

とができました。何よりも各チームが持ち味を発揮して、楽しみながらボールをつなぎ、プ

レーすることができたのが、とても良かったです。

７月１３日（日）鳴門ソイジョイ武道館にて行われた県中総体柔

道競技男子個人で出場した３年生中山空翔くんが体重別で第３

位に入賞しました。また、７月２２日（月）とくぎんトモニアリーナ

（徳島市立体育館）にて行われた県中総体卓球競技女子個人で出

場した３年生田中希さんが第３位に入賞しました。四国総体に出

場することになりますが、大きな舞台でも自分の力を十分に発揮

し、ベストの状態で挑戦できることを願っています！

＜四国総体日程について＞

＊柔道男子個人 ８月３日（日） 会場 ： 高 知 県 立 武 道 館 ９：３０～

＊卓球女子個人 ８月７日（木） 会場 ： 香川県丸亀市民体育館 ９：００～
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7月２０日(日）に鳴門市人権福祉センターにおいて開催され

た「人権を語り合う中学生交流集会＋’2５」～たくさんの個性

で彩られた世界!私の色もずっと輝き続ける～に本校からは３

名の生徒が参加しました。このサブテーマが採用された本校の

田村紗菜さんには実行委員会から表彰を受けました。

この中学生集会は中学生が主体となる人権集会ですが、県内

で参加する中学校数が少なくなってきたため、３０年間続けて

きた本集会の幕を閉じることとなりました。パネリストによる発

表の後、参加生徒も加わり、活発な意見交換が行われました。本

校の３名が集会の司会進行を努めるなど、積極的な運営ぶりで

した。

「これまでの生活で悩み、答えが見つからなかったこと」や「人権

学習における学びから得たこと」など一生懸命に思いのたけを述べる生徒や共に真剣に考え

られる仲間の存在に感動した生徒など、まさに人権感覚が磨かれ、実践への意欲や行動につ

ながる時間となりました。 来年は、この集会がなくなることを悔やまれてなりません。

７月２６日（土）に鳴門市立図書館にて、認定特定非営利活動法人

「ふくろうの森」戦後８０年記念行事として、「住吉丸事件を知らない

あなたへ」と題し催され、昨年度完成した紙芝居「みんなで守った大

切な命」の朗読上演に本校の生徒が招待されました。旧島田小学校

で引き継がれていた紙芝居が廃校とともに原版がなくなり、昨年

度、２年生が平和学習の一環で島田地域の岩本さんの協力を得て、紙芝居の復刻版を２月に

完成させました。その後、校区小学校へ紙芝居の読み聞かせから始まりましたが、今後もこの

地域教材となる紙芝居を是非、多くの方々へ知ってもらおうと、本校生徒で読み聞かせを継

続していこうと考えています。

私たちから戦争廃止や平和への願い、助け合う心を発信することで、この地域教材を多く

の方に語り継いで欲しいと思っています。そして、私たちの社会や世界において、一人一人の

努力で平和への取組を自分事として実践していく必要があると感じています。

８月２日(土)に香川県観音寺市にあるハイスタッフホールに

おいて第７３回全日本吹奏楽コンクール徳島県大会が開催さ

れ、本校の音楽部が中学校B部門に出場し、銅賞を受賞しまし

た。積み重ねてきた練習の成果を発揮するべく全力で演奏し

ました。瀬戸中の保護者のみなさまもたくさん応援に来てくだ

さった中での演奏でした。日頃のご指導だけでなく、当日の楽

器の搬入搬出のお手伝いや応援をいただきました皆さまに、

心よりお礼を申しあげます。ありがとうございました。


